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交通信号反応～食用色素を使って




９４.５a） ５.５a） ０.０a） ０.０a） ３８.７a）
表２　平成２９年度から令和元年度の各講義に対する
評価（％）と解答数
質　問　項　目 回答率（％）
講義がわかりやすく，楽しく学習
できた
８１.１
興味を持って進んで学習に取り組
めた
８１.１
なるほどと思ったり，心に残った
りすることが多かった
７８.４
新しい友達ができてよかった ６４.９
来年もあったら参加してみたい ６７.６
表３　子ども大学に参加してみて，
どんな感想も持ちましたか。（複数回答可）
　評価は（とても楽しかった（A）・楽しかった（B）・
あまり楽しくなかった（C）・楽しくなかった（D））の
４段階で集計，a）は３年間の平均値
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「子ども大学にしいるま」への化学科の取り組み
けて体験しても，評価が下がらないことを示して
いる。これまでに，「－１９６℃の世界」を毎年組み
込むことにしているが，今後もこの課題での体験
を期待して，続けて参加する参加者がいると考え
られるため引き続き開講すべき課題である。ま
た，化学科教員の努力によって実験内容が毎年磨
かれ拡張し，継続していることも高い評価を維持
している要因であると考えている。
　また，子ども達が，子ども大学に参加すること
で得られた成果について参加者からの感想（表
３）に基づいて評価する。
　この中で，【新しい友達ができてよかった】と
感じた参加者が６０％を超えていることから，「子
ども大学にしいるま」は，地域の子ども達の新し
いコミュニティーづくりにも貢献していることを
示している。これは，子ども大学で初めて出会う
他校や他学年の生徒が共同で実験を行う中で生ま
れる交流による成果である。
　初めのうちは，ぎこちない同じ班の子ども達で
はあるが，教員やTAの補助と実験を共同で進め
る中で打ちとけていく様子を見ることができる。
子ども大学を通じた学年や学校が異なる子ども達
の交流は，複数の地域から参加者を募る子ども大
学ならではの機会であり，参加した子ども達にと
って良い経験と財産になっていると考えられる。
　また，子どもたちにとって，TAの大学生や大
学院生の存在は新鮮であり，彼らから実験の指導
を受ける中で，子どもたちが大学生は身近な存在
であり，将来の希望や憧れを抱くきっかけを作る
役割も果たしている。
・３－２　父兄の感想から
　次に，当日参加した父兄からの感想から「子ど
も大学にしいるま」の成果を評価していく。以下
にアンケートの一部を提示しながら子ども大学の
成果について述べる。
①【様々な体験から子どもの視野が広がり学ぶこ
との楽しさを知ってもらえた。また，「大学」
という雰囲気を味わい，将来，自分が学ぶ目標
をもっていけるといいね…！ということを，親
子で話し合う事もできました。】
②【自分が進路を決める時の指針になればこの経
験が生きてくるのかな…と，子どものこれから
に期待したいと思います。】
③【本物の講義や設備にふれられることが出来，
それを見るだけでも「スゴイ！」と子どもが感
激していました。「早く大学生になりたいな
ぁ」と言っています。】
　これらの回答から，子ども大学で学ぶことを通
じて興味や関心を育み，子ども達の進路を考える
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きっかけを作ることができたと考えられる。
　また，ある子ども大学の参加者が，受験生とし
て城西大学理学部化学科のオープンキャンパスに
参加し，その時に，化学科での【はてな学】の体
験が進路を決める要因になっていると話してい
た。これは，子ども大学の経験が，子ども達の将
来に大きな影響を及ぼすことを示している証左と
考えている。したがって，私ども主催者は，この
事実をしっかりと受け止め，真摯に実施内容を検
討し，準備しなければならない。
　また，家庭教育の重要性は，教育基本法　第十
条（家庭教育）（４）にも明記されており，家庭での
学習に対する意欲や能力を育てる環境を作り出し
実践することが求められている。下記の回答か
ら，子ども大学での学びが家庭教育にも大きな影
響を与えていることを示している。
④【帰ってくるなり授業で学んだ事を話してくれ
る娘が，ひとつ大きく成長したと実感すること
が出来ました。】
⑤【親も一緒に参加する事で家に帰ってからも話
をしたり，ノートにまとめたりと親子で楽しく
取り組めました。】
　以上のように，子ども大学での学びが各家庭に
持ち帰られ，講義を聞いていない家族を含めた家
庭での学びを作り出すきっかけとなっていること
がわかる。子ども大学が親と子が共に学ぶとい
う，家庭教育において最も重要な部分を補い，家
庭でのコミュニケーションの活性化に貢献してい
る。また，各講義の説明で使用する資料をまとめ
たものを配布しているので，この資料を持ち帰る
ことで保護者への報告や，体験したことの振り返
りができるよう配慮したことも家庭での学びと振
返りに助力したと考えられる。
４．まとめ
　本報告では「子ども大学にしいるま」の概要
と，平成２４年度～令和元年度に城西大学・理学部
化学科が取り組んできた，講義とその評価につい
てまとめた。
　「子ども大学にしいるま」の目的である，地元
にある大学でどういった研究がおこなわれている
かを教える中で，「子ども達の考える力や地元へ
の興味を育てる。」という点に対して，本学化学
科での取り組みは，その目的を達成するために十
分貢献していると考えられる。
　参加する子ども達の学年が，４年生～６年生と
幅広い点もあり，講義内容によっては，一部の子
ども達にとって難しい内容も含まれる場合もあっ
たであろう。しかし，この子ども大学では，専門
的な知識を正確に理解することよりも，大学で見
聞きした実験の様子や知識の一部が心に残ること
に意味があると考える。化学科で取り組み続けて
いる【はてな学】をきっかけに，子ども達が様々
なものへ興味と関心をもち，目の前で起こる現象
について「なぜ？」を自ら考える主体的な学びに
つながることを期待する。
　また，この「子ども大学にしいるま」は，明海
大学と城西大学の薬学部・経営学部での【はてな
学】【生き方学】の体験も通じて子どもの学ぶ力
や生きる力を育んでいく事業である。今後も地域
で地域の子どもを育てる仕組みの構築へ貢献する
ために，「子ども大学にしいるま」への協力は重
要なとりくみであると確信する。
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